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合
計
特
殊
出
生
率
が

高
い
こ
と
で
注
目

　
厚
生
労
働
省
の
平
成
26
年
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
1
人
の
女
性
が
生
涯
に
何
人
の
子
ど
も
を
産
む

か
を
推
計
し
た
合
計
特
殊
出
生
率
は
1
・
42
と
な
り
、

出
生
数
は
過
去
最
少
と
な
る
な
ど
、
人
口
減
少
や
少

子
化
へ
の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
少

子
化
が
進
行
す
る
な
か
、
平
成
21
年
に
公
表
さ
れ
た

市
町
村
別
の
合
計
特
殊
出
生
率
で
は
、
鹿
児
島
県
の

徳
之
島
に
あ
る
3
町
（
伊
仙
町
2
・
42
、
徳
之
島
町

2
・
18
、
天
城
町
2
・
18
）
が
、
全
国
の
ト
ッ
プ
3

を
占
め
た
こ
と
で

注
目
を
集
め
た
。

　
徳
之
島
は
鹿
児

島
県
の
南
南
西

４
９
２
㎞
、
奄
美

群
島
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
人
口

約
2
万
４
０
０
０

人
の
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
た
島
。

年
間
平
均
気
温
は
21
・
6
度
と
1
年
を
通
し
て
温
暖

な
気
候
で
、
産
業
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
は
じ
め
と

す
る
農
業
や
畜
産
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い
理
由
と
し
て
は
、
初
産

の
年
齢
が
早
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
進
学
や
就
職

を
理
由
に
島
を
離
れ
る
未
出
産
の
若
い
世
代
が
多
い

た
め
、
未
出
産
の
女
性
の
割
合
が
低
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
徳
之
島
で
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
て
い

く
慣
習
が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
自
然
に
恵
ま
れ
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

女
性
が
安
心
し
て
多
く
の
子
ど
も
を
出
産
し
て
い
る

こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
。

地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て

広
場
事
業
を
運
営

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
親
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
じ
ゅ
ま
る
の
家
は
、「
親
と
子
の
健

や
か
な
成
長
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
平
成
17
年
に
任

意
団
体
と
し
て
子
育
て
支
援
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

平
成
22
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
子
育
て
中
の
親
子
の
つ
ど
い

の
場
「
わ
れ
ん
き
ゃ
広
場
」
の
運
営
事
業
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・
啓
発
活
動
事
業
、

子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「
が
じ
ゅ
ま
る
ネ
ッ
ト
」
の
運

人
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
、

離
島
で
の
出
産
・
子
育
て
支
援

鹿
児
島
県
大
島
郡
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

親
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
じ
ゅ
ま
る
の
家

　 独 立 行 政 法 人 福 祉 医 療 機 構
（WAM）が行う社会福祉振興助成
事業（WAM 助成）は、国庫補助
金を財源とし、高齢者・障害者な
どが地域のつながりのなかで自立
した生活を送れるよう、また、子
どもたちが健やかに安心して成長
できるよう、NPO やボランティア
団体などが行う民間の創意工夫あ
る活動などに対し、助成を行って
います。
　今号では、WAM 助成を活用し
た特定非営利活動法人親子ネット
ワークがじゅまるの家の取り組み
を紹介します。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
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８
９
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７
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１
　

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
２
８
８
４
︱
１

 

徳
之
島
町
合
同
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
７
︱
８
２
︱
０
６
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
７
︱
８
２
︱
０
６
６
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ
： https://gajyum

aru-net.jp/tokunoshim
a/

設   

立
：
平
成
22
年
6
月

代
表
理
事
：
野
中
　
涼
子

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成 26 年度
「子育てサポートボランティア養成講座事業」
（助成額：204 万 6 千円）
事業概要：若年妊娠・ハイリスク妊娠などの妊婦や、その家族に

妊娠中からの切れ目のない支援をすることを目的に、
家庭訪問型子育て支援を行うボランティアの養成講
座を開催するとともに、訪問支援を実施する事業
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営
・
子
育
て
情
報
誌
「
が
じ
ゅ
ま
る
通
信
」
の
発
行

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
わ
れ
ん
き
ゃ
広
場
」の
”わ
れ
ん
き
ゃ
“は
島
の
言

葉
で「
子
ど
も
た
ち
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、地
域
の

子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
、
未
就
学
児
の
い
る
親
子

を
対
象
に
週
3
回（
1
日
5
時
間
）開
放
し
、子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や
育
児
の
情
報
提
供
、
母
親
同
士
の

仲
間
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
常
時
ス
タ
ッ

フ
を
2
人
配
置
し
、
子
育
て
の
相
談
を
受
け
る
と
と

も
に
、
工
作
や
食
育
教
室
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
母
親
へ
の

支
援
と
し
て
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
事
業
（
自
主

事
業
）
や
病
児
保
育
（
徳
之
島
町
の
補
助
事
業
）
も

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、徳
之
島
に
は
常
勤
の
小
児
科
医
が
お
ら
ず
、

島
外
の
病
院
と
連
携
し
て
来
島
し
て
も
ら
っ
て
い
る

た
め
、
診
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
す
る
「
が
じ
ゅ

ま
る
ネ
ッ
ト
」
で
は
、多
く
の
ア
ク
セ
ス
を
集
め
る
。

若
年
妊
娠
な
ど
で

子
育
て
の
困
難
が
生
じ
る

　
徳
之
島
に
お
け
る
子
育
て
の
状
況
に
つ
い
て
、
同

法
人
代
表
理
事
の
野
中
涼
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
徳
之
島
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い
こ
と
で『
子

宝
の
島
』
と
し
て
注
目
さ
れ
、
少
子
化
と
い
わ
れ
る

な
か
、
兄
弟
が
4
～
5
人
い
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
一
方
で
、
10
代
の
若
年

妊
娠
が
増
え
て
お
り
、
子
育
て

の
困
難
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
若
年
の
妊
娠
は
身
体
的

に
未
成
熟
で
あ
る
た
め
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
娠
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
し
、
身
体
的
な
リ
ス

ク
だ
け
で
な
く
、
生
活
基
盤
が

確
立
し
て
い
な
い
な
ど
経
済
的

に
困
窮
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
計
画
外
や
望
ま
な

い
妊
娠
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
」（
以
下
、「
　
」

内
は
野
中
代
表
理
事
の
説
明
）。

　
ま
た
、
離
島
で
あ
る
徳
之
島
は
、
医
療
環
境
が
十

分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
リ
ス
ク

妊
婦
等
の
出
産
の
際
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
特

定
集
中
治
療
室
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
本
土
の
病
院

で
の
管
理
が
必
要
と
な
り
、
出
産
後
に
長
期
的
に
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
母
子
分
離
が

避
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
虐
待
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
要
因
に
な
る
と
い
う
。

　
同
法
人
は
、
若
年
妊
娠
や
リ
ス
ク
の
あ
る
妊
娠
・

出
産
が
、
そ
の
後
の
子
育
て
に
影
響
を
与
え
る
現
状

に
、
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
徳
之
島

の
住
民
同
士
の
強
い
結
び
つ
き
を
活
か
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
訪
問
支
援
を
行
う
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」

の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

　「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ

広場には常時 2 人のスタッ
フを配置し、子育ての相談
を受けるほか、工作や食育
教室など親子で楽しめるさ
まざまなイベントを開催

未就学児の親子が集う「わ
れんきゃ広場」の活動の様
子。母親への支援として子
どもの一時預かりや病児
保育も実施する

利用について
●対象は未就学児のいる家庭
●利用料は無料
● 訪問は1回2時間を目安に、オーガナイザーの訪問を含め 7回訪問する
● 活動はフレンドシップを主にしたものであり、ベビーシッターや家事代行

は行わない
● 訪問活動中にかかわったプライバシーに関する情報は個人情報として慎重

に扱い、秘密は厳守する

1 電話・FAX・メールで、利用者から連絡を受ける

2 調整サポート役のオーガナイザーが訪問し、利用者から支援の要望
を受けて活動内容を決定する

3 オーガナイザーはボランティアをマッチングし、利用者に紹介する
（顔合わせ、訪問日程の調整等）

4 ボランティアは、週 1回2時間程度を4回訪問して支援活動を行う

5 オーガナイザーが再訪問し、活動を振り返るとともに、利用者から評価を受ける
（一緒に活動を振り返り、終了または延長する）

の利用の流れ

❖  家庭訪問型子育て支援  ❖

ホームスタート

john
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た
子
育
て
支
援
で
、
未
就
学
児
の
い
る
家
庭
に
、
研

修
を
受
け
た
子
育
て
経
験
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
訪
問
し
、
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
傾
聴
し
な
が
ら

支
援
を
行
う
家
庭
訪
問
型
支
援
の
仕
組
み
で
あ
り
、

現
在
、
世
界
で
22
カ
国
、
日
本
で
も
80
以
上
の
地
域

で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
の
導
入
に
取
り
組
む

　
こ
の
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
導
入
の
取
り
組
み
は
、

平
成
26
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
事
業
」
と
し
て

実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
若
年
妊
娠
・
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
な
ど

の
妊
婦
や
そ
の
家
族
に
妊
娠
中
か
ら
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
家
庭
訪
問
型
子

育
て
支
援
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
の
開
催
、
②
訪
問
支
援
活
動
、
③
育
児
教
室

を
行
っ
た
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
町

や
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

ほ
か
、「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
の
普
及
活
動
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
な

ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
課
題
や
運

営
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で
は
、
支
援
に
関
心
の

あ
る
子
育
て
経
験
者
を
対
象
に
参
加
者
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、15
人
の
応
募
が
あ
り
、最
終
的
に
７
人
が
受

講
し
た
。養
成
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
ホ
ー
ム
ス
タ

ー
ト
」の
役
割
・
意
義
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
、傾

聴
の
方
法
や
家
庭
の
多
様
性
・
子
ど
も
へ
の
理
解
を

深
め
る
な
ど
、
家
庭
で
活
動
す
る
う
え
で
重
要
な
知

識
を
習
得
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

は
、
全
８
日
間
40
時
間
の
受
講
を
は
じ
め
、
講
義
内

容
、
講
師
の
職
種
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
講

師
を
保
健
師
な
ど
多
職
種
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

の
委
員
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
支
援
に
意
欲
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
ど
う
し
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
り
た
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
経
験
を
押
し
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
養
成
講
座
で
は
ま
ず
は
し
っ

か
り
と
傾
聴
し
利
用
者
を
理
解
し
て

い
く
こ
と
を
徹
底
的
に
学
び
、
６
人

が
修
了
し
ま
し
た
」。

  

訪
問
支
援
を
開
始
し
、

  

育
児
不
安
の
軽
減
を
図
る

　
講
座
修
了
後
に
は
、
養
成
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦

や
子
育
て
中
の
家
庭
へ
訪
問
し
、
傾
聴
し
な
が
ら
支

援
を
行
う
こ
と
で
育
児
不
安
の
軽
減
を
図
っ
た
。

　
事
業
の
周
知
方
法
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
の

利
用
案
内
チ
ラ
シ
を
２
０
０
０
部
作
成
し
、
保
育
所

や
幼
稚
園
の
行
政
担
当
課
を
通
じ
て
、
6
歳
未
満
の

子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
配
布
し
、
連
携
す
る
保
健
師

か
ら
の
紹
介
を
受
け
て
い
る
。

　
平
成
26
年
12
月
～
27
年
3
月
の
期
間
に
6
人
の
利

用
者
に
対
し
、
の
べ
48
回
の
訪
問
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
10
代
の
若
年
初
妊
婦
や
高
齢
初
産
婦
な
ど
幅
広

い
年
齢
層
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
の
利
用
の
流
れ
は
、
①
依
頼
に

基
づ
き
、②
利
用
者
の
自
宅
に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー（
利

用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
役
）
が
訪
問
し
、
支

援
の
要
望
を
受
け
て
活
動
内
容
を
決
定
、
③
オ
ー
ガ

ナ
イ
ザ
ー
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
利

用
者
に
紹
介
、
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
週
1
回
2
時
間

を
目
安
に
4
回
訪
問
し
、
支
援
活
動
を
行
う
、
⑤
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
再
訪
問
し
て
活
動
を
振
り
返
り
、

利
用
者
か
ら
支
援
に
対
す
る
評
価
を
受
け
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
（
17
頁
図
）。

　
支
援
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
の
研
修
は
、
野
中
代
表
理
事
と
法
人
職
員
の
2

人
が
受
け
て
お
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
利
用
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
性
や
年
齢
、
子
ど
も
の
人
数
の
ほ

か
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
島
出
身
者
同
士
の
方
が
よ

い
の
か
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
課
題
に
あ

っ
た
最
適
な
人
材
を
紹
介
す
る
。
な
お
、「
ホ
ー
ム

ス
タ
ー
ト
」は
出
産
後
の
支
援
の
仕
組
み
で
あ
る
が
、

同
法
人
で
は
妊
娠
中
か
ら
の
ケ
ア
が
必
要
と
考
え
た

こ
と
か
ら
、産
前
に
つ
い
て
は
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」

の
仕
組
み
と
は
別
に
、
助
産
師
で
あ
る
野
中
代
表
理

事
が
訪
問
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

家庭訪問型支援「ホームスタート」ボラ
ンティア養成講座では、6 人が修了した

助成事業で作成
した「ホームス
タート」利用案
内チラシ。保育
所・幼稚園の行
政担当課を通じ、
未就学児のいる
世帯全戸に配布
した
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具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
育
児
に
関
す
る

相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
利
用
者
の
要
望
を
受
け
て
子

ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
離
乳
食
や
菓
子
づ
く
り

等
を
行
う
。
ま
た
、
自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
1
人
で
は

外
出
で
き
な
い
利
用
者
も
い
る
た
め
、
一
緒
に
公
園

に
出
か
け
た
り
、
子
ど
も
の
健
診

の
た
め
病
院
に
付
き
添
う
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

　「『
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
』
は
基
本

的
に
子
育
て
経
験
者
が
利
用
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
虐
待

や
D
V
と
い
っ
た
困
難
事
例
の

際
に
は
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に

つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
支
援
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
4
回
訪
問
し
、
利

用
者
が
元
気
に
な
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
れ
ば
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
訪
問
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
れ
ば
延
長
し
て
い

き
ま
す
」。

　
な
か
に
は
母
親
は
訪
問
支
援
を

希
望
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
族
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
家
庭
に
訪
問
す
る
こ
と
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
、
支
援
が
滞
る
事
例
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

際
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
り
、「
わ
れ
ん
き

ゃ
広
場
」
を
利
用
し
て
い
な
い
時
間
に
「
広
場
」
を

活
用
し
て
支
援
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
が
支
援
で
不
安
や
悩

み
を
抱
え
な
い
よ
う
、
養
成
講
座
後
も
利
用
者
の
事

例
を
も
と
に
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
中
心
に
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
ス
キ
ル
を
高
め

る
と
と
も
に
、
悩
み
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
も
行
っ
て
い
る
。

　
支
援
を
利
用
し
た
母
親
の
訪
問
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
は
、
約
8
割
が
満
足
し
た
と
い
う
評
価
を
受

け
て
お
り
、「
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
心

が
落
ち
着
い
た
」、「
穏
や
か
な
気
持
ち
で
子
ど
も
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、訪
問

活
動
の
な
か
で
「
わ
れ
ん
き

ゃ
広
場
」
に
参
加
し
た
利
用

者
が
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
終

了
後
に
自
ら
「
広
場
」
に
参

加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

育
児
教
室
を
開
催
し

母
親
の
仲
間
づ
く
り

に
つ
な
げ
る

　
そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で

は
、
初
め
て
の
子
ど
も
を
出

産
し
た
母
親
と
0
歳
児
の
親

子
を
対
象
に
し
た
育
児
教
室

を
開
催
し
、
7
組
の
親
子
が

参
加
し
た
。
育
児
教
室
で
は

母
親
同
士
が
話
し
あ
う
な
か

で
育
児
の
知
識
や
ス
キ
ル
、

親
の
役
割
な
ど
を
一
緒
に
学

ぶ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
参

加
し
た
母
親
の
子
育
て
仲
間

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
な
か
、安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

NPO 支援課（助成事業の募集、審査に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-4756

NPO 振興課（助成事業の完了、事業評価に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-9942
 FAX  : 03-3438-0218（共通）

育児教室には 7 組の親子が参加し、
育児の知識やスキル、親子の役割を学
ぶとともに、母親同士の仲間づくりに
つながった

　WAM 助成を活用して、ボランティ
アによるハイリスク妊婦等への訪問支
援に取り組みましたが、利用者だけで
なく、ボランティアが自分の子育ての
経験が活かされる場所があることに気
づいてもらえるなど、双方にとって成
果をあげることができました。
　島には小児科医などの専門職や医療
環境が十分でないことで子育てがしに
くいとのイメージがありますが、人と人とのつながりがあると
いうことが、どれだけ恵まれたことであるかを助成事業を通し
て再認識しました。このような地域の力を活かし、仕組みとし
て作りあげることが、さらに子育てをしやすい環境づくりにな
ると実感していますし、「子宝の島」として、少子化対策のモデ
ルとなれるよう取り組んでいきたいと考えています。
　今後も安心して妊娠・出産・子育てができるまちづくりを目
指すとともに、「自分は愛されている」と実感できる子どもたち
を育てていきたいと思います。

特定非営利活動法人親子ネットワークがじゅまるの家
代表理事　野中  涼子氏（助産師）

地域の力を活かし、
子育てしやすい環境をつくる
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